
6広報令和元年５月１日号

市
史
と
は
、
市
の
歴
史
な
ど
を
ま
と
め

た
冊
子
で
す
。
西
尾
市
で
は
、
約
４０

年
前

に
、
旧
『
西
尾
市
史
』
を
刊
行
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
多
く
の
歴
史
資
料
が
発
見
さ
れ
、

研
究
が
進
展
。
ま
た
、
西
尾
市
と
旧
幡
豆

郡
３
町
が
合
併
し
、
新
し
い
西
尾
市
が
誕

生
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
新
し
い
知
見
や
発
見
を
反
映

し
、
市
域
が
広
が
っ
た
西
尾
市
の
歴
史
や

文
化
、
自
然
、
美
術
、
民
俗
な
ど
を
次
世

代
に
伝
え
る
た
め
、
平
成
２５

年
に
『
新
編

西
尾
市
史
』
の
編
さ
ん
が
始
ま
り
ま
し
た
。

市
内
の
歴
史
資
料
を
整
理
・
保
存
し
、
分

か
り
や
す
く
ま
と
め
る
こ
と
で
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
地
域
の
由
来
や
実
情
を
伝
え
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
１
２
５
人
の
専
門
委
員
が
編
さ

ん
を
行
っ
て
お
り
、
令
和
１０

年
ま
で
続
き

ま
す
。
委
員
は
大
学
教
授
や
地
元
の
研
究

者
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
、
独
自
に
調
査
を
進

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
部
会
と
呼
ば
れ
る

会
議
で
資
料
の
検
討
や
各
刊
の
内
容
の
話

し
合
い
を
重
ね
、
市
史
を
執
筆
し

ま
す
。
部
会
は
「
考
古
」「
古
代
・

中
世
」「
近
世
」「
近
・
現
代
」「
自

然
」
「
美
術
工
芸
・
建
造
物
」
「
民

俗
」「
学
芸
・
文
化
」
の
８
つ
で
す
。

調
査
の
対
象
は
多
岐
に
わ
た
り

ま
す
。
寺
に
行
っ
て
古
文
書
を
調

べ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
地
域
の
伝

統
的
な
祭
り
を
調
べ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

『
新
編
西
尾
市
史
』

『
新
編
西
尾
市
史 
資
料
編
１ 
考
古

』を
刊
行

西
尾
市
の
歴
史
や
文
化
、
自
然
、
美
術
、
民
俗
な
ど
を
さ
ま
ざ

ま
な
視
点
か
ら
明
ら
か
に
す
る
『
新
編
西
尾
市
史
』
を
編
さ
ん
し
て

い
ま
す
。
５
月
３０

日
㈭
に
第
１
冊
目
と
し
て
『
資
料
編
１　

考
古
』

を
刊
行
し
ま
す
。
今
後
、
通
史
編
、
資
料
編
、
別
編
で
合
計
１４

冊

を
刊
行
す
る
予
定
で
す
。

問
市
史
編
さ
ん
室
（
☎
５６

・
６
６
６
０
／
岩
瀬
文
庫
内
）

矢
作
古
川
流
域
に
展
開
す
る
沖

ち
ゅ
う

積せ
き

平
野
、

東
部
に
続
く
幡
豆
山
地
の
山
並
み
、
北
東

か
ら
南
西
に
延
び
る
碧
海
台
地
、
長
い
海

岸
線
、
そ
し
て
黒
壁
集
落
の
美
し
さ
か
ら

「
三
河
湾
の
黒
真
珠
」
と
称
さ
れ
る
佐
久
島
。

地
形
的
変
化
に
富
ん
だ
西
尾
に
は
、
旧
石

器
時
代
以
降
た
く
さ
ん
の
遺
跡
が
築
か
れ

て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
市
内
の
主
要
な
遺
跡
や
古
墳
、

出
土
し
た
人
骨
な
ど
を
解
説
し
、
古
代
の

西
尾
の
姿
を
紹
介
し
ま
す
。

『
資
料
編
１ 

考
古
』

編
さ
ん
の
様
子

三ノ山古墳（上羽角町）

地質の調査

（東幡豆町）
地質の調査

（東幡豆町）
地質の調査

（東幡豆町）

絵画の調査
（華蔵寺／吉良町）

絵画の調査
（華蔵寺／吉良町）

絵画の調査
（華蔵寺／吉良町）
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西
尾
の
歴
史
や
文
化
、
風
土
に
関
す
る

資
料
や
情
報
を
探
し
て
い
ま
す
。
今
後
の

市
史
編
さ
ん
に
役
立
て
ま
す
の
で
、
市
史

編
さ
ん
室
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

資
料
の
例

・

古
文
書
や
古
い
日
記

・

戦
前
に
市
内
で
刊
行
さ
れ
た
雑
誌
や

文
集

・
古
い
絵
画
、
彫
刻
、
工
芸
品

・
地
震
や
高
潮
な
ど
災
害
に
関
す
る
資

料
・
西
尾
に
ゆ
か
り
の
深
い
資
料

『
新
編
西
尾
市
史 

資
料
編
１ 

考
古
』
の

刊
行
を
記
念
し
、
特
別
展
を
行
い
ま
す
。

「
考
古
遺
物
の
美
と
謎
」
と
題
し
、
市
史
に

掲
載
し
た
遺
物
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。
詳

し
く
は
、
広
報
に
し
お
や
岩
瀬
文
庫
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

期
間　

７
月
６
日
㈯
～
１０

月
６
日
㈰

場
所　

岩
瀬
文
庫
企
画
展
示
室
（
２
階
）

資
料
や
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

『
新
編
西
尾
市
史
』
発
刊
記
念
特
別
展

とうてい山古墳（東幡豆町）からの出土品

牧野日記（個人蔵）

５月２５日㈯（必着）までに、住所・氏名・電話番号
・購入方法の希望（受け取りまたは郵送）を、電話ま
たはファクス、Ｅメールで市史編さん室（☎５６・６６
６０／ＦＡＸ５６・２７８７／shishi@city.nishio.lg.jp／岩瀬文
庫内）へ。
直接受け取る方　教育庶務課または幡豆支所、岩瀬
文庫、西尾市資料館、塩田体験館、尾﨑士郎記念
館、一色学びの館のどこで受け取るか、予約時に

教えてください。代金の支払いは受け取り時
郵送で受け取る方　代金を現金書留または郵便振替
で市史編さん室（〒４４５－０８４７亀沢町４８０）へ。本は
送料着払いで送ります。

その他　①予約特典として特別展図録の無料引換券
を贈呈　②５月３０日㈭以降は左の受け取り場所で
販売します。

『新編西尾市史　資料編１　考古』の予約方法
販売開始日　５月３０日㈭ 代金　５,０００円

料編１　考古』は、西尾市史として初めてオール
カラーで作成し、遺跡や遺物などの写真や図面

を多く使っています。編集の段階で色彩のチェックや
言葉の表現の統一に時間が掛かりましたが、ほぼ予定
通りに刊行できてうれしく思っています。『考古』では、
縄文時代から江戸時代までの市内の主要な３７０あまり
の遺跡を取り上げ、遺跡の立地や調査履歴、発掘調査
で発見された遺構や遺物、遺跡の歴史的な位置付けな
どを簡潔にまとめています。個々の遺跡ごとに掲載し
ていますが、読んでいくと、例えば三河湾沿岸部の大
きな古墳が、吉良地区の正法寺古墳から岩場古墳、幡
豆地区の中之郷古墳、とうてい山古墳、下山古墳へと

続き、首長墳の位置が移っていく様子が読み取れます。
また、八ツ面山北部の古新田遺跡や志貴野遺跡などの
遺跡の実態からは古代の「熊来郷」のムラの姿が浮かび
上がってきます。さらに、特論として縄文時代人の特
徴や葬制、埴輪や横穴式石室、古代の塩の生産などの
問題をテーマを設けてまとめ、巻末では難しい考古学
の言葉を解説しています。分かりやすく面白い内容に
なったと思います。ぜひご一読ください。

史を読むと、住んでいる地域の歴史や文化を知
ることができます。累積された時間軸と空間軸

の交差点に立っている今の自分の立ち位置を確認する
ことができ、ますます西尾を好きになるでしょう。

考古部会長

加藤安信さん（高河原町）

高校の教員を務めた後、県文
化財課に勤務。埋蔵文化財セ
ンター調査課長、調査センタ
ー所長、一色高校校長などを
務める。新編西尾市史編集委
員の他に西尾市文化財保護委
員会委員、岡崎市文化財保護
審議会委員、愛知県史専門委
員などを務め、長年文化財の
保護に尽力している

資

市

『


